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  環境トピックス 2025年 01月号 

このトピックスは環境分野における新しい行政の動きや環境ビジネス情報、コンプライアンス事例をご提供いたします。今後の環境ビジ

ネストレンドに影響を与える情報をセレクトしています。 

 

＝今月の目次＝ 

 

1. 政府・行政・法令分野 

 

(1) トランプ大統領「パリ協定」から離脱する大統領令に署名 3 

(2) 「パリ協定」アメリカの正式な離脱は来年 1 月に…国連 3 

(3) 
2024 年の平均気温は産業革命前から初の“1.5度超え”、大気中の水蒸気も過去最高に 

…世界気象機関など 
4 

(4) 国連「1.5℃の約束」気候キャンペーン、 2025 年は史上最多の 169 のメディアと始動 4 

(5) 世界の石炭需要は再エネ拡大により 2027 年まで横ばいと予測…国際エネルギー機関 5 

(6) 2023 年の温室効果ガス排出量は前年比 10.3％減…ドイツ連邦環境庁 5 

(7) プロジェクト、政策、投資の増加に伴い、原子力エネルギーの新しい時代が到来 6 

(8) 洋上風力発電 建設コスト上昇で次回公募から制度変更へ…経産省 7 

(9) グリーン水素トライアル取引供給記念セレモニーを実施…東京都 8 

(10) 令和 4 年度水質汚濁防止法等の施行状況をとりまとめ公表…環境省 8 

(11) 
脱炭素都市再生整備事業に係る計画の認定第１号！ 

～（仮称）鹿島南六郷物流センター開発計画を国土交通大臣が認定～ 
9 

(12) 廃プラ・廃タイヤ循環技術の社会実装！GI 基金の野心的テーマ…NEDO 9 

(13) 
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行令の一部を改正する政令の閣議

決定について（国内希少野生動植物種の追加） 
9 

(14) ゼニタナゴの未来を守る！特定第一種国内希少野生動植物種に指定…環境省 10 

(15) WFP 国連世界食糧計画など、停戦後のガザ地区内で人道支援進む 10 
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2. 環境ビジネス分野 

 

(1) 
企業・業界の枠を超えた低炭素・資源循環型社会への取り組み 4 社連携による紙カップリサ

イクルの開始…王子ホールディングス他 
12 

(2) 世界で最も持続可能な 100 社発表 

1 位は仏シュナイダー、日本はエーザイなど 3 社にとどまる 
13 

(3) 触媒や添加物を使用せず光を用いて PFAS を分解・無害化できる技術を開発…ウシオ電機 13 

(4) 4 月から国内初の実規模 SAF 供給をスタート…日揮 HD 他 14 

(5) 海洋生分解性のセルロースファイバー成形材料を開発…パナソニック HD 14 

(6) 当社初の「ボトル to ボトル」水平リサイクルへの取り組み…明治 15 

(7) 伐採跡地の再造林を加速し、国内林業の活性化へ  

～「林業×金融」で経済性を高めた森林経営を実現～ 
15 

(8) 乾燥と湿潤の繰り返しが土壌の CO2放出を増大させることを解明 16 

(9) 混交林（針＞広）は天然広葉林を好む鳥の代替生息地となり得る！ 17 

(10) 鳥取県で生物多様性保全 県・地域団体と 2 月に協定…カシオ 17 

(11) 重いマイクロプラスチック 河川流出量の 22％が 100km 沖に堆積 17 

(12) 国内初・モズクの「J ブルークレジット®」認証を取得 

…沖縄県うるま市・勝連漁協・TOPPAN デジタル 
18 

(13) 持続可能な欧州航空の前進の道を示す 18 

(14) エネルギーポールって何？福岡県糸島市で実証実験スタート…岩崎電気 19 

(15) 店舗の省エネ・節電のための制御機器・システムを導入…ファミリーマート 19 

 

  

次ページ以降はアドバイザリー契約会員専用です。（全16ページ）

詳細はこちらをクリック

https://www.ebagency.jp/service/advisory/



